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	小牛田農林高校総合学科通信
	3Q
	　【３】つ の【Ｑ】ｕｅｓｔｉｏｎ 　  Ｑ：世界で何が起こっているのだろう        Ｑ：自分の身のまわりで何が起こっているのだろう        Ｑ：自分にできることは何だろう
	タイトル「３Q」について
	　「産【さん】業社会と人間（産社）」と「総合的な探究【きゅう】の時間（総探）」の授業名の一部から取っています。この２つの授業を通して、自分の将来の姿を思い描きましょう。 　「産社」と「総探」では、みなさんに３つのQuestion（問い）に 合ってほしいと思います。①「今世界で何が起きているのか」　　　②「自分の身のまわりや進路（自分が進む方向）では何が起きているのか」③「自分にできることは何なのか」というものです。 　世界という大きな枠組みの中で、今の自分と、身のまわりや進路のことを関連づけて考えてほしいと思います。そのために、授業の中では「SDGs」についても扱います。
	SDGs
	総合学科のみなさんへ
	〈１年生のみなさんへ〉 　総合学科の魅力は、「自分だけの時間割」をつくり、その時間割のもとで学べることです。そのためには、早くから自分の進路や将来の生き方について考えていく必要があります。　「産社」の授業を通して自分の視野を広め、「自分だけの時間割」を完成させ、自分の将来像を具体的に描きましょう。 〈２年生、３年生のみなさんへ〉 　「自分だけの時間割」で学べることを大切にしながら、「総探」の授業を通して、今後社会で求められる課題発見や解決能力を磨いてほしいと思います。受け身の姿勢ではなく、自らすすんで様々なことに挑戦していくことが必ず今後の進路活動にも役立っていきます。
	　総合学科のみなさんには高校生活の様々な活動を通して、自分はどのような形で      社会と関わっていくのか、貢献していけるのか、見出していってほしいと思います。       そのためのチャンスは様々あるので、逃さずチャレンジしましょう。

	昨年度の取り組みについて紹介します


	ボランティア活動
	　開催４年目を迎える美里町のイベントで、年齢を問わず大人から子どもまで、地元の人たちが美里町をもっと好きになれるように、との願いが込められています。 　本校から２２名がボランティアとして参加し、受付案内や司会アナウンス、企画の補助などの各係に分かれて運営に携わり、地域の方とふれ合いながら、地域貢献しました。
	ケアブレンドカフェ (小牛田農林高校こどもフェス) ＠小牛田農林高校 （2025.9.6)
	　本校を会場に、美里町近隣に住む子どもとその保護者約１１５名が様々なゲーム企画や本校の学科コースや部活動の特色を活かした展示や企画体験を楽しみました。 　約２０名がボランティアスタッフとして、準備から携わり、運営を支えてくれました。２時間に及んだフェスは、たくさんの子どもたちの笑顔で溢れ、大盛況で終了しました。
	　総合学科２年の４グループが参加し、４月から行ってきた「地域（美里）探究」の成果を発表してくれました。 　発表を聴いてもらった、他校の生徒や社会人、大学生サポーターから、様々なフィードバックを得ることができ、貴重な機会となりました。


	探究活動
	　宮城野高校さんから招待を受けて、農業技術科農業科学コース３年の１グループと、総合学科３年の４グループがそれぞれ　　　「課題研究」、「総合的な探究の時間」の成果について発表しました。 　また、総合学科２年の生徒が発表を参観し、宮城野高校さんや農林の先輩方の発表から多くのことを学ぶことができました。
	ゼミフェス（探究発表会） ＠宮城野高校 　(2025.8.28)
	　農業技術科と総合学科の２年生１２名が参加し、総合学科の２グループが地域探究の成果を発表しました。小牛田農林を含めて、県内外から５校が招待され、宮城野高校さんの発表も含めて、校内いたるところで様々な形態で発表が行われていました。 　午後は宮城野高校さんが主催する中学生探究道場サミットに参加し、他校生と一緒のグループにわかれて中学生向け探究ワークショップの企画について考えました。
	　農業技術科農業科学コース、農業技術科農業土木コース、総合学科の３年生３グループが参加し、それぞれが行った地域貢献に関わる活動の成果を地域の大人の方に向けて発表しました。 　「課題研究」、「総合的な探究の時間」の授業を通して行った活動の成果を地域の方に直接伝え、知ってもらう機会となりました。

	美里町まちづくりの祭典 WE THINK. ＠美里町中学校 (2026.2.21)
	今年度もたくさん外に出て学んでいきましょう



